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	会議名
	平成27年度

第15回　介護・医療連携推進会議
	記録者
	
	

	日時・場所
	日時：自27年12月28日9時30分

　　　自27年12月28日11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
	会議出席者
	蓬田隆子氏　　　　森所長

菅野美江子氏　　　佐久間晴子

伊東五十子氏　　　伊藤貞敏氏

丹野亜紀子　　　　本田圭子
	

	議　題
	１、あいさつ

２、平成27年度　10～12月の反省・今後の予定

３、自己評価について　　４、その他
	

	会　議　（ 打 ち 合 わ せ ）内  容
	１、あいさつ

　所長より…

　

２、平成27年度10～12月の反省、今後の予定など

丹野より…

３、自己評価について

　本田より…事業所での評価について、資料とスライドを用いて説明。

　蓬田氏…項目番号7について、具体的に連携推進会議の内容をサービスの提供等に適切に反映させている事例があれば教えてほしい。

　丹野…会議の中でテレビ電話の機械の件でお話頂いてからは、外部の会議など様々な場に持参するようにしている。

　

　所長…項目番号9、10について。松川安心安全ネットワーク委員会での徘徊模擬訓練にも職員が参加しているので、その事も災害対応や緊急時の対応にいかされているのではないか。今後も出来る限り職員も参加してはどうか。

　

　所長…項目14について、「未来志向型」とは、心身レベルが急激に低下してから定期巡回に移行するのではなく早い段階で定期巡回に移行し、心身ともに元気に在宅生活を継続するような考え方。今後も各居宅へ、そのような目的の移行を進めていくことが大切。

　

　蓬田氏…項目28について　職員間で回覧するだけではなく、玄関などに設置して誰でも閲覧できるようにするなどより多くの方に見て頂けるような工夫が必要。

丹野より…今後は、ロングライフのホームページへの掲載と共に、施設玄関へ　の設置を実施したい。
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第34回　介護・医療連携推進会議　記録



令和5年3月20日
１０時３０分～1１時３0分

場所：ロング・ライフ会議室
会議出席者


Ａ氏（当該事業に知見を有する者）　　　　

Ｂ氏（地域住民）

Ｃ氏（利用者家族）　　　

Ｄ氏（地域の有識者）

Ｅ氏（松川地域包括）
F氏（ロング訪問看護）
森所長・香野管理者・紺野（ロング・ライフ２４時間訪問介護看護事業所）

会　議　内  容

１、あいさつ　　森所長より

お集まりいただきありがとうございます。滞りなく34回まで続けてくることができたのもみなさんの
お力添えのおかげです。モデル事業から始め、地域の方々にご利用いただき現在40名以上いらっしゃいます。これも皆様のご理解とご協力があってこそです。
介護保険改正と物価高騰で運営難について話をするために老健局からの面談もありました。
定期巡回のサービスを推進していかなくては、という共通認識が確認できました。
これからも、モデル事業からの良い所は引き継いで、改善をしながら粘り強く活動を続けていきます。

２、事業所のマニュアル評価について　　紺野より資料説明

事業所職員全員でマニュアル評価し、集計しました。
A氏：アンケート全体の評価結果をみて、全体的にチームワーク良く取り組んでいるのが分かる。
　　　自立支援につながる、待つケアはとても大事で、介護者側の心の余裕がないとできない。
B氏：実際の認知症を患う高齢者の対応はご苦労が多いと思う。
　　　コロナ禍でマスク着用でのコミュニケーションは大変ではないですか？
　　→　所長：まずは認知症の理解からだが、コロナ禍のマスク着用でのコミュニケーションは表情
　　　　　　　が分からない、声がこもる、聞こえないというのを職員が自覚しながら関わることが
　　　　　　　大事。関わり方の指導や理解についてこれからも続けていく。
　　→　A氏：後ろからの声掛けが危険、ジェスチャーが有効、単語での伝達が分かりやすい、等の
　　　　　　　技術が必要になってくる。
C氏：「職員同士が情報共有できている」とお互いに評価している点はとても良い環境だと思う。
　　　援助者がいないと普通の生活が難しい方がいる一方で、すべてヘルパーにやってもらいたいという
　　　方もいる。それぞれの対応も大変だろう。
　　　一つ一つのケアの中身になるが、その人に合ったギャッチアップの角度、というのは大事で、
　　　誤嚥性肺炎を引き起こしてしまうため、体の仕組みや高齢者の介護の基本なども全体的に理解した
　　　上で関わる意識をもつとよい。
D氏：できない、という評価も控えめな評価をする人もいると思う。「できない」と自己評価した方には
　　　フォローも必要になると思う。　　　
　　　全体的にみなさん良く活動されていると思う。
E氏：自立支援と一言に言っても、様々な角度からのアプローチがある。訪問時間など難しい所もあると
　　　思うが、意識して関わることが大事です。
３、意見交換
A氏：リブレⅡの開所式があった。これからも地域資源として地域に根差した施設にしていく。
所長：リブレさんとも協力しながら、この松川地域を盛り上げていく。

次回　令和5年9月25日（月）１０時30分〜開催予定。
